
（
熊
野
の
災
害
）
 
 
 

熊
野
で
は
、
ひ
で
り
の
吾
が
四
－
五
年
に
一
回
、
風
水
害
 
 

が
十
年
に
一
回
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
 
 
 

熊
野
の
農
業
用
水
は
、
河
川
の
水
と
二
〇
〇
余
の
た
め
池
 
 

の
水
に
頼
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
河
川
は
小
さ
い
。
た
め
池
 
 

は
、
既
に
江
戸
時
代
の
絵
地
図
に
も
数
多
く
記
さ
れ
て
い
る
 
 

ほ
ど
古
い
。
熊
野
で
最
も
大
き
を
坂
面
大
池
は
天
和
三
二
 
 

六
八
三
）
年
に
造
ら
れ
、
大
正
十
四
（
一
九
二
五
）
年
に
今
日
 
 

の
大
き
さ
に
広
げ
ら
れ
た
。
広
さ
は
約
一
帖
で
、
貯
水
量
は
 
 

四
万
ポ
を
こ
え
る
。
こ
れ
ら
の
た
め
池
は
ひ
で
り
の
書
を
さ
 
 

け
る
た
め
に
造
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
ふ
つ
う
の
年
に
は
そ
 
 

の
余
っ
た
水
を
利
用
し
て
さ
ら
に
田
畑
が
広
げ
ら
れ
て
い
た
。
 
 

熊
野
の
災
害
と
治
山
 
 

田の用水源別両横および改良を必要とする耕地面積  
昭和33年12月末日現在 広島県耕地課調査  

安 芸 郡  熊 野 町   
四 田   た め池  467（20．9）  202（45．3）   
用  
．小こ   河  川   1，246（55．7）  187（41．7）   き頂  
りIj   そ一の他  525（23．4）  58（13．0）   所  著爪   総面積   2，401（56．0）  438（82．2）   

総面積  1，489（66．5）  362（81．0）  
改  用水不足   299   32   

良   排水不良   356   16   
田                         必   

113  

軍 と  老  朽   325  145   

す  
る  冷水 田   152   56  

耕  総面積   912（44．6）  76（88．4）   
地  かんがい   321   
畑               面 積   酸性土   453   36  

区画整理   138   40   

柴   

原   

健   

児  

（）は割合 単位ha  
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こ
の
よ
う
に
給
水
す
べ
き
田
畑
が
広
い
た
め
、
雨
が
降
ら
を
け
れ
ば
た
ち
ま
ち
凶
作
と
な
る
と
こ
ろ
が
で
る
の
で
あ
る
。
明
治
九
 
 

（
一
八
七
六
、
熊
野
町
史
の
年
表
に
は
明
治
八
年
と
あ
る
）
年
「
村
内
凶
作
」
、
明
治
十
六
年
「
熊
野
村
凶
作
」
、
明
治
二
十
七
年
「
凶
 
 

作
」
と
町
史
の
年
表
に
も
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ひ
で
り
の
害
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
全
国
的
に
も
、
こ
れ
ら
の
年
の
災
害
被
害
県
 
 

は
そ
れ
ぞ
れ
一
三
県
、
二
一
県
、
一
八
県
と
多
い
。
 
 
 

町
史
の
年
表
に
も
記
載
の
な
い
ひ
で
り
の
吾
が
他
に
何
回
か
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
明
治
二
十
六
年
で
あ
る
。
西
日
本
を
中
心
に
二
 
 

一
県
を
巻
き
込
む
干
害
で
あ
り
、
周
囲
を
と
り
ま
く
町
村
に
も
そ
の
被
害
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
熊
野
も
ま
た
こ
の
災
害
を
 
 

ま
ぬ
が
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
 
 

「
近
来
稀
に
み
る
大
凶
作
」
は
、
昭
和
十
四
（
一
九
三
九
）
年
の
も
の
で
あ
っ
た
。
空
に
な
る
こ
と
も
な
い
と
い
わ
れ
た
坂
面
大
 
 

池
も
干
上
が
っ
て
し
ま
い
、
弛
の
底
で
五
〇
人
ほ
ど
の
人
々
が
熊
野
独
特
の
盆
踊
り
を
雨
乞
い
の
た
め
に
舞
っ
た
と
い
う
。
 
 
 

昭
和
1
4
年
安
芸
郡
早
書
状
況
 
 

競
 
 

品
 
霧
 
笛
 
 

品
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昭和14年の降水量  

「鹿島気象60年報」州治22年～ロ召椰23iF）より  

∴  1l2l3  4  5  6  7  8  9  10  11】12   

1  0．0  3．9  

2  7．9  0．1  

3  1．4  

4  0．0  

5  0．0  

6  0．1  

7  15．6  

8  1．6  

9  26，9  
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を
お
い
て
、
時
間
を
割
り
当
て
て
水
を
汲
む
の
で
、
そ
の
折
に
は
一
刻
を
も
争
う
の
で
あ
る
。
小
さ
い
子
供
を
も
つ
家
で
は
、
夜
間
 
 

で
も
そ
ば
に
寝
か
せ
、
働
き
手
の
足
り
な
い
場
合
は
近
隣
と
組
ん
で
、
こ
の
作
業
を
し
た
の
で
あ
る
。
「
水
（
ひ
で
り
）
に
強
い
」
 
 

湿
田
で
あ
る
時
光
地
の
方
は
、
こ
の
よ
う
に
苦
労
し
な
が
ら
も
、
辛
う
じ
て
収
穫
時
期
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
平
谷
、
 
 
 

平年と比べてみると  

昭和14年［］ 平年  

O
 
 

O
 
 

m                              m  

新
宮
で
も
、
雨
乞
い
が
 
 

二
度
も
行
わ
れ
た
。
た
い
 
 

ま
づ
や
薪
を
持
っ
て
竜
王
 
 

8
 
 

山
に
萱
り
、
水
神
で
あ
る
 
 

竜
王
神
社
に
祈
願
し
た
の
 
 

で
あ
る
。
川
に
は
水
も
な
 
 
 

5
 
 

い
。
熊
野
川
の
い
わ
さ
き
 
 

い
で
を
ど
で
は
、
砂
を
堀
 
 

4
 
 

っ
て
井
戸
を
つ
く
り
、
手
 
 

押
し
ポ
ン
プ
や
は
ね
つ
る
 
 

べ
 
（
桶
に
四
本
の
網
を
つ
 
 

1
 
 
 

け
、
二
人
で
汲
み
上
げ
る
）
 
 

月
 
 
 

を
使
っ
て
い
せ
き
に
水
を
 
 

乗
せ
た
の
で
あ
る
。
水
番
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城
之
堀
、
萩
原
や
谷
田
の
地
な
ど
で
は
稲
の
一
株
一
株
に
ヤ
カ
ン
で
水
を
や
り
、
そ
れ
で
も
だ
め
を
と
き
は
、
ソ
バ
に
植
え
か
え
た
 
 

と
こ
ろ
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

戦
後
で
は
∵
昭
和
三
十
二
年
の
ひ
で
り
の
吾
が
ひ
ど
か
っ
た
。
坂
面
大
池
で
み
る
と
、
例
年
な
こ
±
一
九
本
あ
る
斜
樋
の
栓
木
の
う
 
 

ち
一
四
～
一
五
本
抜
け
ば
よ
い
の
だ
が
、
こ
の
年
は
二
三
本
も
抜
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
す
り
ば
ち
の
底
は
わ
ず
か
の
水
だ
け
に
 
 

を
っ
た
。
そ
れ
で
も
大
池
の
受
益
者
は
七
分
程
度
で
あ
っ
た
が
米
が
と
れ
た
。
し
か
し
平
谷
・
城
之
堀
な
ど
は
ほ
と
ん
ど
収
穫
は
な
 
 

か
っ
た
の
で
あ
る
。
水
争
い
も
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
よ
う
を
と
こ
ろ
は
、
ま
だ
良
か
っ
た
と
い
え
る
。
平
谷
な
ど
は
水
争
い
も
で
 
 

き
ぬ
ほ
ど
水
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

風
水
害
は
、
梅
雨
、
台
風
の
時
期
の
も
の
が
多
く
、
ひ
で
り
の
害
と
並
ん
で
、
熊
野
に
災
厄
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
明
治
九
（
一
 
 

八
七
六
）
年
八
月
「
大
風
、
呉
地
は
家
屋
一
〓
P
倒
れ
る
」
と
あ
る
。
ま
た
明
治
四
十
年
「
猛
雨
大
洪
水
、
初
神
、
新
宮
の
被
害
大
 
 

き
く
出
来
庭
、
川
角
こ
れ
に
次
ぐ
、
損
害
七
、
四
〇
〇
円
の
見
込
み
」
と
あ
る
。
当
時
は
米
一
石
一
七
円
八
〇
銭
の
時
代
で
あ
る
。
矢
 
 

野
町
史
に
も
「
七
月
十
五
日
連
日
の
大
家
雨
に
よ
り
未
曽
有
の
大
洪
水
」
が
お
こ
り
、
「
死
者
六
四
人
、
負
傷
者
六
二
人
、
流
出
家
 
 
 

明
治
4
0
年
7
月
前
半
の
降
水
量
（
m
）
 
 

0．8  1‖   

18．9  2   

39．5  

4  

5  

1．0   

40．8  7   

24．2  8   

0．5  9   

56．5  10   

5．0  

12  

39．7   

5．4  14   

75．4  

16  

0．2   17   

429．6  計  
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屋
一
五
二
戸
、
浸
水
家
屋
六
三
〇
戸
、
田
畑
宅
地
埋
没
六
一
町
歩
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
流
れ
が
急
で
短
い
矢
野
川
を
囲
む
矢
野
ほ
 
 

ど
で
は
な
い
に
し
て
も
、
熊
野
で
も
三
谷
川
、
雲
母
川
、
深
原
川
や
熊
野
川
、
石
風
呂
川
、
呉
池
川
な
ど
が
上
流
で
は
土
砂
流
出
を
、
 
 

そ
し
て
中
流
で
は
堤
防
決
壊
、
そ
の
結
田
市
周
辺
の
田
畑
・
家
屋
に
大
き
を
被
害
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

大
正
八
 
（
一
九
一
九
）
年
に
も
梅
雨
期
の
水
害
が
あ
っ
た
。
七
月
一
日
か
ら
四
日
に
か
け
て
長
雨
が
続
き
、
熊
野
川
の
堤
防
も
壊
 
 

れ
て
砂
で
稲
が
埋
ま
っ
た
所
も
多
か
っ
た
。
 
 
 

県
下
で
の
史
上
最
も
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
風
水
害
は
、
敗
戦
の
年
の
枕
崎
台
風
で
あ
る
。
台
風
は
九
月
十
七
日
夜
半
に
広
 
 

島
に
上
陸
し
た
。
広
島
で
も
雨
量
は
二
〇
〇
m
。
、
風
速
は
三
〇
m
を
こ
し
た
。
雨
は
十
七
日
に
集
中
し
て
い
る
の
で
山
く
ず
れ
、
崖
 
 

く
ず
れ
、
河
川
の
氾
濫
を
ひ
き
お
こ
す
の
で
あ
る
。
広
島
県
下
の
死
者
、
行
方
不
明
者
合
わ
せ
て
二
、
0
0
0
人
を
こ
す
も
の
で
あ
 
 

っ
た
。
農
地
被
害
も
流
失
田
畑
四
、
0
0
0
h
。
、
冠
水
田
畑
一
万
h
a
と
い
う
規
模
で
あ
っ
た
。
石
岳
山
は
各
所
で
く
ず
れ
、
川
の
堤
 
 

防
も
各
所
で
流
さ
れ
た
。
道
上
川
と
石
風
呂
川
、
道
上
川
と
呉
地
川
の
合
流
点
で
は
、
流
れ
こ
む
水
に
よ
っ
て
洪
水
と
な
り
、
水
田
 
 

が
砂
で
埋
め
ら
れ
た
ば
か
り
で
を
く
、
久
保
地
を
ど
家
屋
が
水
に
洗
わ
れ
る
と
こ
ろ
が
で
て
き
た
。
熊
野
川
や
、
そ
の
支
流
の
三
谷
 
 

川
、
雲
母
川
を
ど
で
も
同
様
で
あ
っ
た
。
特
に
新
宮
で
は
痛
ま
し
い
崖
く
ず
れ
が
あ
っ
た
。
二
軒
が
一
瞬
に
し
て
そ
の
下
敷
と
な
り
、
 
 

そ
れ
ぞ
れ
二
人
、
三
人
の
死
者
を
出
し
た
の
で
あ
る
。
戦
後
す
ぐ
の
こ
と
と
て
男
手
も
少
な
か
っ
た
。
時
は
夜
中
、
人
々
は
み
な
そ
 
 

の
夜
を
ま
ん
じ
り
と
も
せ
ず
過
ご
し
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

昭
和
二
十
六
年
に
は
米
子
付
近
か
ら
日
本
海
に
ぬ
け
た
ル
ー
ス
台
風
が
あ
り
、
復
旧
の
お
く
れ
た
河
川
で
は
、
そ
の
つ
め
あ
と
を
 
 

深
く
し
た
。
し
か
し
農
作
物
で
は
稲
穂
が
倒
れ
る
程
度
で
す
ん
で
い
る
。
 
 
 

昭
和
二
十
八
年
七
月
十
六
日
か
ら
t
一
十
l
一
目
の
豪
雨
（
二
〇
〇
m
近
く
）
 
で
、
今
の
呉
地
ダ
ム
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
土
堰
堤
が
こ
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わ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
は
六
月
下
旬
の
二
三
四
m
m
の
雨
の
後
だ
け
に
土
木
彗
口
が
加
速
度
的
に
増
え
た
の
で
あ
る
。
家
も
二
軒
流
さ
 
 

れ
、
二
名
の
死
者
を
出
し
た
。
 
 

同
じ
熊
野
で
も
、
嵐
水
害
の
多
い
新
宮
、
初
神
、
呉
地
、
川
角
と
、
ひ
で
り
に
弱
い
平
谷
、
萩
原
、
城
之
堀
に
分
け
ら
れ
る
。
し
 
 

か
し
、
近
ご
ろ
、
ひ
で
り
の
害
に
は
か
な
り
強
く
な
っ
て
い
る
。
昭
和
二
十
八
年
以
降
、
地
↑
水
を
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
し
て
田
畑
に
と
 
 

る
よ
う
に
を
っ
た
た
め
で
あ
る
。
 
 

地
域
を
問
わ
ず
こ
わ
い
の
は
二
化
め
い
虫
稲
虫
（
う
ん
か
）
の
発
生
で
あ
る
。
明
治
三
十
（
一
八
九
七
）
年
に
は
全
賃
的
に
は
一
 
 

〇
県
を
警
込
む
虫
害
が
あ
っ
た
。
熊
野
で
も
虫
送
り
の
祈
碍
を
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
四
分
五
厘
作
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
の
減
収
 
 

で
あ
る
。
ま
た
、
明
治
三
十
三
（
一
九
〇
〇
）
年
か
ら
四
十
年
ご
ろ
ま
で
、
毎
年
の
よ
う
に
う
ん
か
が
発
生
し
、
平
年
作
の
五
、
六
 
 

分
作
し
か
と
れ
な
か
っ
た
。
農
家
で
は
七
月
上
旬
の
植
え
付
け
後
の
「
泥
落
と
し
」
の
休
み
（
田
休
み
）
に
、
神
社
で
虫
除
け
の
お
 
 

札
を
も
ら
っ
て
竹
に
は
さ
み
、
田
の
ほ
と
り
に
立
て
て
い
た
D
I
フ
ん
か
が
発
生
し
た
時
の
防
除
は
、
ふ
つ
う
夏
の
暑
い
盛
り
に
、
子
 
 

ど
も
の
手
ま
で
借
り
て
す
る
の
で
あ
る
。
ノ
ウ
ト
ク
油
を
田
に
ま
い
て
、
そ
の
水
で
株
や
穂
に
い
る
う
ん
か
を
流
い
流
す
作
業
な
の
 
 

で
あ
る
。
近
ご
ろ
で
は
地
域
ぐ
る
み
の
薬
剤
散
布
に
よ
っ
て
防
除
し
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ひ
で
り
の
害
を
は
じ
め
風
 
 

水
害
そ
の
他
の
被
害
は
今
日
ま
で
続
い
て
い
る
。
 
 
 

昭
和
四
十
五
（
一
九
七
〇
）
年
か
ら
水
稲
の
被
害
状
況
を
み
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
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そ
の
を
か
で
被
害
の
多
か
っ
た
昭
和
四
十
五
年
、
四
十
八
年
の
被
害
地
区
は
と
も
に
町
内
一
円
で
あ
っ
た
。
前
者
は
風
害
と
病
害
に
 
 

よ
る
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
干
害
、
倒
伏
害
、
虫
害
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
最
大
の
も
の
は
昭
和
五
十
三
年
で
あ
り
、
六
月
十
五
目
 
 

か
ら
八
月
二
十
日
ま
で
の
平
谷
、
城
之
堀
、
初
神
を
中
心
と
す
る
ひ
で
り
の
奮
と
九
月
十
五
日
、
十
六
日
の
町
内
全
域
に
わ
た
る
風
 
 

害
で
あ
る
。
そ
の
と
き
の
災
害
状
況
は
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
「
田
植
暗
に
雨
不
足
の
為
、
移
植
不
能
耕
地
続
発
、
そ
の
 
 

後
雨
水
不
足
続
き
枯
死
す
る
も
の
多
し
、
収
穫
皆
無
耕
地
大
発
生
し
又
台
風
十
八
号
に
よ
り
倒
伏
も
あ
り
大
異
常
と
な
る
」
逆
に
五
 
 

十
五
年
の
場
合
は
田
植
時
期
に
雨
天
続
き
で
、
日
照
不
足
、
冷
害
、
倒
伏
、
イ
モ
チ
等
に
よ
り
、
異
常
被
害
と
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

し
か
し
、
農
業
共
済
な
ど
に
よ
り
、
米
を
ど
が
で
き
な
く
な
っ
て
も
保
険
金
が
支
払
わ
れ
、
被
害
を
受
け
た
農
家
も
救
わ
れ
る
時
 
 

代
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
 
 

被害面横   減収量  

3割  3割  3割以上  

以上  以下  被害水田   

昭 和  
年   a   a  ・kg   

45  4，380  1，099  23，091   

46  2，567  876  11，304   

47  343  146  2，508   

48  4，619  249  31，994   

49  1，427  537  7，140   

50  2，726  452  17，274   

田  2，364  176  12，977   

52  1，128  413  4，603   

国  5，111  684  65，971   

54  600  355  5，369   

55  2，493  1，168  20，953   

56  181  

（38筆）   

（熊野町農業共済組合資料より）  
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（
熊
野
の
治
山
）
 
 

安芸郡町別土地面横及び森林面椀  （昭和57年広島営林署調べ）  

海田町   坂 町   府中町   熊野町   

土地面積  1，367ha   1，472   1，027   3，398   

森林面横   663l】a   768   442   2，190   

森林比率   49％   52   43   64   

国 有 林   118ha   49  197   

民 有 林   545ムa   719   442   1，993   

保 安 林   239l】a   387   239   733   

保安林比率   7％   50   54   33  

熊
野
町
の
面
積
は
三
、
三
九
八
h
。
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
 
 

お
よ
そ
三
分
の
二
の
二
、
一
九
〇
h
a
（
昭
和
五
十
七
年
営
 
 

林
署
調
べ
）
．
が
森
林
面
積
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
森
林
 
 

の
あ
る
と
こ
ろ
も
、
か
つ
て
は
は
げ
山
と
し
て
有
名
で
あ
 
 
 

っ
た
。
 
 
 

土
壌
が
花
崗
岩
の
風
化
が
進
ん
で
で
き
た
も
の
で
あ
り
、
 
 

や
せ
て
い
た
。
そ
の
う
え
、
書
か
ら
薪
炭
用
と
し
て
切
り
 
 

出
さ
れ
、
戦
時
中
は
軍
事
用
材
と
し
て
半
ば
強
制
的
に
無
 
 

計
画
に
伐
採
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
て
、
大
雨
の
た
び
に
 
 

山
腹
が
崩
壊
し
て
土
砂
が
流
出
し
、
草
木
の
成
長
を
妨
げ
、
 
 

い
っ
そ
う
は
げ
山
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
や
せ
地
の
 
 

赤
松
林
に
生
え
る
ま
っ
た
け
が
、
こ
の
熊
野
に
多
か
っ
た
 
 

の
も
、
地
名
に
坊
主
山
と
あ
る
の
も
、
は
げ
山
の
多
い
こ
 
 

と
の
一
端
を
示
し
て
い
る
。
 
 
 

こ
う
い
う
わ
け
で
、
熊
野
の
治
山
工
事
は
積
極
的
に
行
 
 
 

わ
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
。
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大面積に存在するはげ山（熊野町）  

同上はげ山の復旧工事施工状況（昭和33年～35年）「五十年史」より  

復旧工事施行状況の推定  
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（
第
二
次
世
界
大
戦
前
の
治
山
事
業
）
 
 
 

全
国
で
み
る
と
明
治
二
十
九
（
一
八
九
六
）
年
の
水
害
は
、
明
治
期
で
は
最
大
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
初
め
て
治
水
調
査
会
が
生
ま
 
 

れ
、
河
川
法
が
制
定
せ
ら
れ
、
続
い
て
、
同
三
十
年
に
は
、
砂
挽
法
と
森
林
法
が
制
定
さ
れ
た
。
二
番
目
に
大
き
な
水
害
は
明
治
凶
 
 

十
三
年
に
あ
っ
た
。
こ
の
反
省
に
た
っ
て
臨
時
治
水
調
査
会
が
設
置
さ
れ
、
同
四
十
四
年
か
ら
第
一
期
治
水
事
業
計
画
が
た
て
ら
れ
 
 

た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
明
治
四
十
四
年
度
か
ら
荒
廃
林
地
復
旧
費
の
補
助
が
は
じ
ま
り
、
広
島
県
に
も
継
続
的
な
事
業
成
績
が
残
 
 

さ
れ
て
く
る
。
 
 

広島県における明治44～昭和21年慶事菓成績  

「五十年史」より  

広島県  安芸郡  熊野町  

230．3  面積 ha  国  

187，679  営  荒  
廃  

2903．4  101．3   林 地  
復  
旧  
費 其  
の  

1568．4  213．2  122．9  面積 れa   他  
県  

2，406，544  223，588  121，631  経費 円   

2042．4  365．6   53．3  面積 ha   登  
其  

5，509，272  634，284  128，902  経費 円   の 他  

計   

10，356，037  924，639  275，Z93  経費 円   6744．6  684．0  211，3  両横 ha  
（F謂綜讐彗誓）  
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こ
れ
に
よ
る
と
、
熊
野
町
の
荒
廃
林
地
復
旧
と
災
害
復
旧
の
事
業
面
積
は
合
わ
せ
て
二
一
一
二
二
h
a
に
も
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
 
 

現
在
の
熊
野
町
の
森
林
面
積
の
一
〇
％
に
も
及
ん
で
い
る
。
ま
た
、
安
芸
郡
全
体
の
三
一
％
を
占
め
、
郡
内
で
は
他
の
町
村
を
大
き
 
 

く
引
き
離
し
て
い
る
。
 
 
 

と
こ
ろ
で
、
荒
廃
林
地
棲
旧
費
と
は
、
土
地
の
荒
廃
復
旧
に
必
要
な
る
地
盤
保
讃
植
樹
及
び
地
盤
工
事
に
対
す
る
費
用
で
あ
り
、
 
 

補
助
で
あ
る
。
其
の
他
に
は
県
営
の
時
局
匡
救
費
（
昭
和
七
・
八
・
九
年
）
、
早
書
対
策
費
（
同
十
四
、
十
五
年
）
、
崩
壊
予
防
費
 
 

（
同
十
七
、
十
八
年
）
、
災
害
防
止
林
費
（
同
二
十
一
年
）
が
あ
る
。
災
害
復
旧
其
の
他
に
は
、
大
正
十
五
年
、
昭
和
三
・
九
・
十
・
 
 

十
七
・
十
八
ニ
ー
十
年
の
各
災
害
と
昭
和
三
十
一
年
の
災
害
応
急
が
あ
る
。
と
も
に
県
営
で
あ
る
。
 
 
 

地
盤
保
讃
工
事
と
し
て
は
、
治
山
ダ
ム
の
建
設
が
あ
る
。
呉
地
川
に
は
、
戦
前
の
も
の
と
し
て
次
の
三
つ
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
 
 

れ
ら
は
昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
の
 
「
国
庫
補
助
砂
防
工
事
」
お
よ
び
、
同
七
・
八
、
九
年
の
 
「
農
村
振
興
国
庫
補
助
」
に
よ
る
も
 
 

の
で
あ
る
。
 
 

広
島
県
砂
防
謀
調
べ
 
 
 

ほ
か
に
、
こ
う
し
た
治
山
ダ
ム
が
見
あ
た
ら
な
い
こ
と
か
ら
み
て
、
前
に
述
べ
た
荒
廃
林
地
復
旧
費
は
地
盤
保
護
植
樹
に
あ
て
ら
 
 

れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

国
の
第
二
期
治
水
計
画
事
業
に
対
応
す
る
も
の
と
し
て
、
昭
和
十
一
年
度
か
ら
三
十
一
年
度
に
至
る
一
〇
ヶ
年
の
県
の
継
続
事
業
 
 
 

昭
和
八
年
 
 

昭
和
七
年
一
号
 
（
三
m
）
 
一
四
四
八
円
五
五
銭
 
 
 

二
号
 
（
六
m
）
 
五
四
三
二
円
四
五
銭
 
 

（
七
m
）
 
九
三
四
八
円
五
一
銭
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が
あ
る
。
こ
れ
を
、
県
の
全
体
計
画
で
示
す
と
、
三
、
六
〇
四
ゎ
に
も
及
ぶ
も
の
で
あ
っ
た
。
県
内
五
ケ
所
に
お
か
れ
た
事
業
所
の
 
 

ひ
と
つ
が
熊
野
町
に
も
あ
り
、
そ
こ
に
は
技
手
一
名
助
手
一
名
が
配
置
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
事
業
所
で
「
県
直
営
事
業
の
実
行
、
補
 
 

助
事
業
の
設
計
及
び
保
安
林
の
調
査
を
合
わ
せ
て
行
う
こ
と
に
し
」
て
い
た
の
で
あ
り
、
「
こ
の
頃
は
技
術
陣
に
も
屈
指
の
老
が
多
 
 

か
っ
た
」
 
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
…
…
＝
 早
く
も
日
華
事
変
の
勃
発
と
な
り
、
技
術
者
の
中
に
も
軍
隊
に
召
集
せ
ら
れ
る
も
の
、
 
 

或
は
他
の
係
に
転
向
す
る
も
の
等
困
難
が
あ
り
、
又
予
算
面
で
も
、
不
急
の
事
業
と
し
て
狙
わ
れ
て
、
遅
延
と
な
っ
て
、
ほ
ぼ
計
画
 
 

に
近
く
進
捗
し
た
の
は
、
初
め
の
二
、
三
年
だ
け
で
あ
っ
た
。
然
し
こ
う
し
た
中
で
も
、
昭
和
十
四
年
の
草
書
対
策
事
業
、
同
十
七
 
 

年
の
風
水
害
事
業
、
同
十
八
年
の
災
害
後
旧
特
に
崩
壊
予
防
事
業
を
行
う
等
一
般
治
水
費
以
外
の
仕
事
も
施
行
さ
れ
た
艮
（
「
五
十
年
 
 

史
」
よ
り
）
 
 
 

町
か
ら
も
相
応
の
寄
付
（
例
え
ば
百
分
の
五
）
を
し
て
事
業
が
行
れ
る
の
で
あ
る
。
植
林
さ
れ
た
木
と
し
て
、
や
せ
地
へ
の
適
応
 
 

力
が
大
き
い
ハ
ゲ
シ
バ
リ
（
ヒ
メ
ヤ
シ
ャ
）
・
ヤ
シ
ャ
プ
シ
が
あ
る
。
初
神
か
ら
出
来
に
至
る
調
所
山
・
城
山
・
金
ケ
灯
龍
山
の
ふ
 
 

も
と
に
戦
前
・
戦
時
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
れ
ら
の
木
が
あ
る
。
ま
た
昭
和
十
七
年
頃
、
こ
の
地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
、
ふ
も
と
 
 

の
一
間
道
路
か
ら
植
樹
現
場
ま
で
芝
を
運
ん
で
一
回
あ
た
り
二
銭
の
ア
ル
バ
イ
ト
料
を
か
せ
い
だ
と
い
い
、
そ
の
こ
と
を
証
明
し
て
 
 

い
る
。
 
 
 

し
か
し
、
こ
う
し
た
山
の
あ
る
一
方
、
こ
の
時
期
に
は
ほ
か
の
広
い
面
積
で
森
林
が
乱
伐
さ
れ
、
こ
れ
に
伴
う
森
林
の
荒
廃
が
進
 
 

ん
で
い
っ
た
の
で
あ
る
。
 
 

（
大
戦
後
の
治
山
事
業
）
 
 
 

戦
後
の
昭
和
二
十
二
 
（
一
九
四
七
）
年
か
ら
三
十
五
年
度
ま
で
の
事
業
成
績
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
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熊
野
町
の
場
合
、
五
七
山
の
崩
壊
地
復
旧
事
業
が
あ
る
。
こ
の
数
字
は
安
芸
郡
全
体
の
三
分
の
一
近
く
を
占
め
る
の
で
あ
る
。
災
 
 

害
復
旧
事
業
も
災
害
後
の
新
し
い
崩
壊
地
の
復
旧
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
三
h
a
を
加
え
て
六
〇
h
の
崩
壊
地
の
山
腹
工
事
な
ど
が
行
わ
 
 

れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
林
務
部
治
山
係
の
資
料
で
年
度
別
に
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
（
但
し
、
三
十
五
年
ま
で
の
合
計
が
 
 

七
〇
h
a
と
な
り
、
「
五
十
年
史
」
の
数
字
と
く
い
違
っ
て
い
る
が
、
そ
の
ま
ま
と
す
る
。
）
 
 
 

自昭和22年産室昭和35年度事業成績  

広島県   ・ 安芸郡   熊野印丁   両横  
経費  

237．5   19．2  ha  事森  
林  
治  

52，103，084  6，128，000  業水        円   

1241．5  54．5  ha  事は げ  
（196．3）  

山  
413，307，662  復  

（120，999，735）   
業旧  

1115．4  

（18㌣1）   

175．3   57．0  ha  奉崩 壌  
地  
複  業旧  706，189，569  

（144，3犯495）   

2821．8  
50．8  ha  事は げ  

（1．6）  山  
341，152．387  

防  
（710，000）   

菓止  

15，1   0．6  
止渓  

ha   涜  
事崩  

24，584，264  1，231，826  
壊  

業防        円  

51．7   2．9  ha  事災   
田  
復  

業旧    25，840，841  2，139，995  円   

「五十年史」より  
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現
在
、
赤
松
な
ど
の
成
育
が
良
い
の
は
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

昭
和
二
十
八
年
七
月
の
豪
雨
に
よ
り
、
奥
地
川
上
流
の
土
堰
堤
が
流
出
し
た
。
そ
の
回
復
は
農
地
・
農
業
用
施
設
描
豊
嶺
旧
事
業
 
 

と
し
て
、
県
営
呉
地
溜
池
預
旧
事
務
所
の
手
に
よ
っ
て
行
れ
た
。
昭
和
三
十
一
年
そ
こ
に
至
る
道
路
を
つ
く
り
、
三
二
年
四
月
着
工
、
 
 

三
十
三
年
二
月
に
完
成
し
て
い
る
。
堤
高
一
五
m
、
堤
長
一
〇
〇
m
、
動
式
洛
涜
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
堰
堤
で
あ
る
。
入
札
費
用
は
三
、
 
 
 

（ha，千円）  

崩壊地腹旧  はげ山復旧  備   考  
年度  

面積  金額  面槙  金額  

昭24  

25  

26  

27  

28  

29  

30  

31  

32  

33   i業Jl；（斗1t山脇り  

耕」＿・椚F肯⊥二   

34  4．80  2，4（；8  ハブイ脱いl棚勘  
招亡・醐【1■‘r」二   

35  8．60  3，959  ‖川上）   

36  川】鵬り  
37 - 7．80  3，786  

38  7．99  2，500  人■甘辛谷h‖阻  

1．00   
ノ、寺こ盲l旨警ア（i英りjl）  

び止】二・沫l珂「  
人寸：熊普H山J」毎）  

1．80  1，418    路上・上島ヴ⊥   

広島県治山係調べ   

典
地
川
上
流
の
治
山
工
事
は
、
昭
和
二
十
七
年
砂
 
 

防
ダ
ム
が
で
き
、
そ
れ
と
前
後
す
る
時
期
に
山
順
工
 
 

事
が
行
わ
れ
た
。
 
 

不
安
定
な
土
砂
を
抑
止
す
る
た
め
石
を
積
（
空
積
）
 
 

み
、
わ
ら
や
切
芝
に
よ
っ
て
土
砂
を
国
定
す
る
。
（
積
 
 

苗
工
）
雨
水
に
よ
り
崩
壊
し
そ
う
な
斜
面
に
は
雨
水
 
 

の
分
散
を
阿
る
た
め
に
芝
を
（
筋
工
）
、
ま
た
水
路
の
 
 

断
面
を
孤
状
に
し
た
排
水
路
を
つ
く
り
そ
こ
に
も
ま
 
 

た
芝
を
（
張
芝
水
路
工
）
植
え
て
お
く
の
で
あ
る
。
 
 

最
後
に
水
平
階
段
状
に
、
高
冷
地
に
適
す
る
ハ
ゲ
シ
 
 

バ
リ
と
暖
温
帯
に
適
す
る
ヤ
シ
ャ
プ
シ
を
交
互
に
植
 
 

え
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
木
は
乾
燥
に
強
く
、
 
 

肥
料
木
と
い
っ
て
他
の
木
の
成
長
に
役
立
っ
て
い
る
。
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呉地ダム（1955年7月豪雨による復旧事業）  
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他
に
も
、
主
に
山
脚
を
固
定
し
て
崩
壊
を
防
止
す
る
作
用
を
果
た
す
谷
止
め
工
が
探
原
川
な
ど
に
つ
く
ら
れ
た
。
 
 
 

治
山
ダ
ム
を
設
け
る
と
と
も
に
、
そ
の
下
涜
に
は
流
路
を
固
定
し
て
乱
流
を
防
止
す
る
た
め
に
流
路
エ
が
施
さ
れ
て
い
る
。
流
れ
 
 

の
勾
配
を
考
え
て
、
渓
床
に
堆
積
す
る
不
安
定
を
土
砂
の
流
動
を
防
止
し
て
、
両
岸
の
山
脚
を
固
定
す
る
作
用
を
加
え
た
床
固
め
工
 
 

事
を
行
う
と
と
も
に
、
川
底
や
両
岸
に
護
岸
工
事
を
す
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

八
t
一
〇
万
円
全
体
で
は
四
、
五
〇
〇
万
円
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
上
涜
の
ハ
グ
イ
原
に
植
林
を
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
三
十
四
・
 
 

五
年
の
二
年
に
わ
た
っ
て
一
三
h
a
余
り
の
復
旧
工
事
が
行
わ
れ
て
完
成
す
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

呉
地
川
と
合
流
す
る
道
上
川
の
上
流
に
は
、
そ
れ
以
前
の
昭
和
二
十
五
年
、
砂
防
ダ
ム
が
で
き
て
い
た
。
砂
防
ダ
ム
と
は
、
渓
床
 
 

の
縦
横
の
侵
食
を
防
止
し
山
脚
を
固
定
し
て
林
地
の
保
全
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
砂
防
ダ
ム
は
、
熊
野
川
 
 

の
支
流
の
、
黒
瀬
町
よ
り
の
海
上
川
、
海
田
町
よ
り
の
雲
母
川
二
二
谷
川
に
も
つ
く
ら
れ
た
。
 
 

町内の砂防ダムー覧表  

広島県砂防課調べ  
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流路工施工箇所  
（砂防災害関連事業）  復旧治山  予防治山   備考 （事業費は千円）   

昭和  宮首（渓間）  谷止工、床固工  2，945   

40  〃（山腹）  横工、横笛工  1，039   

43  長迫（渓間）  谷止エ（本堤・副堤）5，400   

44  涙岩（山腹）  土留工  1，900   

48  束深原（渓間）  谷止工  7，300   

53  大ヶ平（渓間）  谷止エ  12，210   

55  鞘の河内（深間）  谷止工、床固工 17，172   

広島県治山係調べ   

昭
和
四
十
年
か
ら
は
上
の
よ
う
に
国
の
事
業
と
し
て
は
「
崩
壊
地
復
旧
」
 
 

「
は
げ
山
復
旧
」
は
終
わ
り
、
か
わ
り
に
「
復
旧
治
山
」
 
「
予
防
治
山
」
と
し
 
 

て
工
事
は
続
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
渓
間
工
事
（
谷
止
工
、
床
固
工
）
 
 

や
山
腹
工
事
（
稗
苗
エ
、
土
留
工
な
ど
）
が
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
 
 

は
規
模
も
小
さ
く
毎
年
と
い
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
 
 
 

こ
の
よ
う
な
実
施
状
況
か
ら
み
て
熊
野
町
で
は
大
き
な
災
害
を
自
然
に
防
ぐ
 
 

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
方
燃
料
と
し
て
森
林
の
需
要
も
少
な
く
な
 
 

っ
た
今
日
、
熊
野
の
緑
も
維
持
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
宅
地
開
発
 
 

に
伴
う
新
た
な
危
険
が
予
想
さ
れ
て
き
た
。
 
 
 

参
考
資
料
 
 

広
島
県
治
山
事
業
五
十
年
史
 
広
島
県
森
林
協
会
 
昭
和
三
十
七
年
 
 

広
島
県
土
木
建
築
部
砂
防
諜
 
昭
和
四
十
六
年
 
 

広
島
県
の
砂
防
 
 

広島県治山係  
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（
山
東
出
兵
）
 
 
 

第
一
次
世
界
大
戦
の
始
ま
り
は
、
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
七
月
で
あ
る
。
日
本
は
は
や
く
も
八
月
に
こ
の
大
戦
に
参
加
し
て
い
 
 

る
。
そ
し
て
同
月
九
日
、
陸
軍
は
山
東
半
島
に
上
陸
、
十
一
目
に
は
青
島
を
占
領
す
る
の
で
あ
る
。
海
軍
も
十
日
ド
イ
ツ
領
南
洋
諸
 
 

島
を
占
領
し
て
い
る
。
 
 
 

占
領
し
た
青
島
に
は
軍
政
が
施
行
さ
れ
、
青
島
守
備
軍
司
令
官
を
長
と
す
る
青
島
政
庁
が
開
か
れ
た
。
そ
こ
に
は
、
守
備
軍
と
と
 
 

も
に
民
政
部
が
お
か
れ
て
い
た
。
第
五
師
団
は
こ
の
出
兵
に
は
直
接
関
係
し
て
い
を
い
の
で
、
熊
野
出
身
の
兵
士
は
少
な
い
。
そ
の
 
 

を
か
で
、
青
島
に
出
征
し
て
一
九
一
六
年
三
月
二
日
熊
野
で
死
亡
し
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
人
が
い
る
。
死
亡
年
月
日
か
ら
み
て
、
 
 

戦
場
で
傷
つ
き
自
宅
で
死
亡
し
た
と
推
定
で
き
る
。
一
九
一
六
年
と
い
え
ば
、
日
本
の
二
十
一
ケ
条
の
要
求
を
受
諾
し
た
衰
世
凱
が
 
 

帝
位
を
う
か
が
い
な
が
ら
・
死
亡
し
た
年
で
あ
る
。
 
 
 

世
界
大
戦
の
終
わ
っ
た
一
九
一
九
年
、
パ
リ
平
和
合
議
で
中
国
の
要
求
が
通
ら
ず
、
し
か
も
二
十
一
ケ
条
の
要
求
を
中
国
政
府
が
 
 

認
め
た
こ
と
が
知
れ
わ
た
る
と
、
四
月
二
十
日
、
山
東
省
済
南
の
十
万
の
市
民
が
反
対
の
請
願
大
会
を
開
き
、
請
願
団
を
北
京
に
送
 
 

っ
て
い
る
。
ま
た
五
月
四
日
に
は
、
北
京
の
学
生
を
中
心
に
三
、
0
0
0
人
が
デ
モ
を
行
う
抗
日
運
動
が
お
こ
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
 
 

第
一
次
世
界
大
戦
と
熊
野
町
 
 

柴
 
原
 
健
 
児
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こ
の
デ
モ
は
二
二
の
省
二
〇
〇
余
の
都
市
に
波
及
し
、
ニ
ケ
日
に
わ
た
っ
て
全
中
国
を
ゆ
る
が
し
た
五
・
四
運
動
と
を
っ
た
の
で
あ
 
 

る
8
こ
う
し
た
年
の
十
一
月
二
十
六
日
、
民
政
部
に
務
め
て
い
た
熊
野
の
人
が
こ
れ
ら
の
動
き
の
な
か
、
青
島
の
地
で
病
没
し
て
い
 
 

る
。
 
 
 

こ
の
青
島
政
庁
は
、
一
九
二
二
年
二
月
の
九
ケ
国
条
約
、
三
月
の
山
東
撤
兵
条
約
の
調
印
に
よ
り
暮
を
閉
じ
て
い
る
。
 
 

（
シ
ベ
リ
ア
出
兵
）
 
 
 

ま
た
、
一
九
二
二
年
は
、
シ
ベ
リ
ア
出
兵
の
最
後
の
拠
点
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
か
ら
撤
兵
を
完
了
し
た
年
で
も
あ
る
。
シ
ベ
リ
ア
 
 

の
他
に
は
多
く
の
熊
野
出
身
の
兵
士
が
出
征
し
、
そ
の
数
は
四
五
名
に
達
し
て
い
る
。
他
に
も
傭
人
と
い
う
名
で
多
く
の
熊
野
出
身
 
 

者
が
か
か
わ
っ
て
い
た
。
第
五
師
団
が
シ
ベ
リ
ア
出
兵
の
重
要
な
部
分
を
を
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
か
つ
て
第
五
師
団
長
で
あ
っ
 
 

た
大
谷
喜
久
蔵
が
こ
の
と
き
浦
潮
派
遣
軍
の
司
令
官
に
な
っ
て
い
る
。
 
 

熊
野
町
の
シ
ベ
リ
ア
出
征
関
係
者
 
 

（
大
正
九
年
九
月
十
八
日
 
熊
野
町
会
提
出
資
料
よ
り
）
 
 

一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
六
月
に
臨
時
編
成
の
命
令
を
受
け
た
第
五
師
団
（
師
団
長
鈴
木
璽
ハ
中
将
）
は
、
七
日
三
日
に
宇
品
港
 
 

を
出
発
し
、
五
目
か
ら
七
日
に
か
け
て
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
に
上
陸
・
集
結
し
た
。
そ
し
て
第
二
連
隊
を
含
む
主
力
は
、
東
支
鉄
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あ
っ
た
。
交
代
し
終
え
る
の
が
九
月
上
旬
だ
か
ら
、
 
 

0
 
 
 

0
 
 
 

2
 
 
1
0
 
 
 
0
 
 
1
 
 
2
0
 
 

道
を
使
っ
て
ザ
バ
イ
カ
ル
州
に
侵
出
し
て
い
る
。
ね
ら
い
は
、
そ
の
地
の
第
三
師
団
と
交
代
し
て
ポ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
を
倒
す
こ
と
で
 
 

明
け
て
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
一
月
一
日
か
ら
十
九
日
に
か
け
て
、
第
〓
偲
隊
の
一
部
は
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
遠
征
を
図
っ
た
こ
 
 

と
も
あ
る
が
ポ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
勢
力
拡
大
と
と
も
に
ペ
リ
ョ
ー
ゾ
フ
力
も
引
き
上
げ
ぎ
る
を
得
ず
二
月
下
旬
か
ら
三
月
中
旬
に
 
 
 

9 10 1112   

理科年表より  
U
H
 
 

シ
ベ
リ
ア
の
地
で
短
い
秋
と
、
長
い
寒
い
冬
を
迎
え
る
こ
と
に
を
る
。
九
月
中
 
 

旬
か
ら
十
月
一
日
に
か
け
て
反
ポ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
セ
ミ
ョ
ー
ノ
フ
軍
 
 

ゾ
フ
カ
の
陸
軍
病
院
で
一
人
の
熊
野
出
身
の
兵
士
が
病
死
し
て
い
る
。
 
 

を
応
接
し
て
、
山
中
に
あ
る
バ
グ
ダ
ッ
ト
ウ
ス
カ
ヤ
付
近
の
ポ
ル
シ
ェ
 
 

ヴ
ィ
キ
を
攻
撃
し
て
い
る
。
こ
の
戦
い
は
マ
イ
ナ
ス
三
〇
度
に
も
な
る
 
 

寒
さ
と
敵
の
包
囲
の
も
と
で
、
苦
戦
の
連
続
で
あ
っ
た
。
こ
の
戦
い
に
 
 

加
わ
り
十
一
月
九
日
、
第
一
一
連
隊
を
ど
の
駐
屯
地
の
あ
る
ペ
リ
ョ
ー
 
 

原
因
は
、
患
者
数
一
万
二
、
0
0
0
以
上
と
い
わ
れ
た
流
行
性
感
冒
と
 
 

凍
傷
と
推
定
で
き
る
が
、
食
糧
不
足
に
よ
る
栄
養
不
良
や
過
労
が
重
を
 
 

っ
た
た
め
で
も
あ
ろ
う
。
ま
た
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
に
あ
る
陸
軍
病
 
 

院
で
十
一
月
二
十
七
日
と
十
二
月
七
日
に
そ
れ
ぞ
れ
死
亡
し
て
い
る
。
 
 

原
因
は
先
に
述
べ
た
も
打
と
同
様
で
あ
ろ
う
が
、
共
に
傭
人
と
し
て
名
 
 

を
と
ど
め
て
い
る
の
で
、
兵
士
以
上
の
苛
酷
を
条
件
下
に
、
厳
し
い
労
 
 

働
を
課
せ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
病
気
に
な
り
、
死
亡
し
た
と
居
え
ら
れ
る
。
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か
け
て
チ
タ
に
集
結
し
た
。
チ
タ
は
東
支
鉄
道
と
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
の
拠
点
で
あ
る
。
師
団
指
令
部
も
こ
こ
に
あ
り
、
ど
う
し
て
も
確
 
 

保
し
た
い
と
こ
ろ
だ
っ
・
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

し
か
し
、
す
で
に
「
過
（
ポ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
）
軍
は
富
豪
に
対
し
て
は
苛
酷
を
る
も
、
一
般
下
層
露
人
に
対
し
て
は
、
之
を
味
方
 
 

と
し
擁
護
せ
し
を
以
て
、
⊥
般
人
民
の
心
は
却
て
過
軍
に
傾
か
ん
と
せ
る
は
争
は
れ
ぎ
る
事
実
を
り
き
」
 
（
「
西
伯
利
に
於
け
る
第
 
 

五
師
団
」
）
と
軍
の
］
部
が
告
白
し
て
い
る
よ
う
に
、
ポ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
に
共
鳴
す
る
者
の
多
か
っ
た
チ
タ
市
内
は
言
う
に
及
ば
ず
、
 
 

ヤ
プ
ロ
ノ
イ
山
脈
や
チ
ョ
ー
ル
ス
キ
イ
山
脈
か
ら
も
地
の
利
を
生
か
し
て
執
物
に
攻
勢
を
し
か
け
ら
れ
、
苦
し
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
 
 

二
十
六
・
七
日
に
も
チ
タ
近
く
の
各
地
で
激
戦
が
あ
っ
た
。
こ
の
戦
い
で
一
人
の
熊
野
出
身
者
が
戦
死
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
犠
 
 

牲
や
ア
メ
リ
カ
な
ど
か
ら
の
反
対
も
あ
っ
て
こ
の
地
で
の
駐
留
を
あ
き
ら
め
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

停
戦
協
定
が
、
東
部
ザ
バ
イ
カ
ル
地
方
は
七
月
二
日
、
西
方
戦
線
は
十
五
日
に
成
立
し
、
戦
闘
は
停
止
さ
れ
た
。
第
五
師
団
は
、
 
 

そ
の
月
の
二
十
一
日
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
を
使
っ
て
撤
退
し
、
二
十
六
日
に
は
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
を
出
発
し
、
八
月
三
十
日
に
字
品
港
 
 

に
入
港
し
て
い
る
。
第
五
師
団
の
復
員
の
完
結
は
、
一
九
二
〇
年
九
月
二
目
で
あ
る
。
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
か
ら
の
最
後
の
撤
退
は
、
 
 

前
に
述
べ
た
よ
う
に
あ
と
二
年
後
で
あ
る
。
 
 

（
資
料
）
 
 

昭
和
五
十
六
年
 
熊
野
町
の
墓
標
 
そ
の
一
挙
里
良
太
郎
 
 

西
伯
利
に
於
け
る
第
五
師
団
 
慣
行
社
 
 

昭
和
五
年
 
 

大
正
十
三
年
 
 
西
伯
利
出
兵
史
（
中
・
下
）
参
謀
本
部
 
 
 

（
他
に
資
料
や
お
気
付
き
の
点
が
あ
れ
ば
ご
教
示
く
だ
さ
い
。
）
 
 
 

一 82 －  



′
′
・
・
・
1
′
 
 

q
ハ
ル
ゲ
ー
ジ
ン
 
 

／
－
ノ
 
 

旦
 
 

爾－  翳∴7リーブルイ  王
2
つ
子
7
ル
ス
ウ
＼
 
 

5． 旺匝dl現1i  一
・
l
‥
－
1
－
●
1
●
 
－
 
－
■
－
■
－
 
 
 

皿トユ1．13）．〃射  

蜘d指％1i  
58叶1Iddr6カ  

イ
ル
ク
ー
ツ
ク
 
 
 

ノこ  

・l去 1i 

〔Ⅰ鴫○▲Md（1明  

仁ヰ・5坑鵬1・つ□・  

Y′  

3・H8（％1  2・H拍滝R  

叶8塩  
p▲（】）  

沖ト2．抽  

口第七乳  

第五娩  

】1i〔1ト号が・6・竜1乙N¢（州 ク2i〔皇．皿卜占）．9．HG〔仝）） 5王く〔1．つ．対¢（3））  吉9・Hd（粥1  

ヤナkシーノ†  

ミ▲〔3．1ノ陀（瑚  
ロ
モ
7
ス
刀
†
 
 
 

イキスンイリオ  
ニコスシギルトq  

比企イキスンキX  ロ第一乃至帯三娩  「］、1ゴギむ～  

ン
 
 
 
 
 
 
一
 
っ
u
イ
ス
コ
ー
ワ
†
 
 

ル
／
－
7
ス
キ
イ
 
 

絆叶8・  
。イ軌ント～．  

、
 
 

オ
ノ
ン
〕
叩
ル
ジ
ン
ス
カ
ヤ
○
 
 

、
タ
〝
・
き
言
／
 
 

、
 
才
ざ
ノ
桑
ヤ
○
 
 
 

0ノギブロ1シ  ホ
ホ
ト
ゥ
し
イ
 
 

キ
 
 

デ
ル
ぺ
ガ
タ
イ
 
 

蓬
／
ム
ル
季
イ
す
†
ち
 
 

、
 
 

＝
亨
七
城
持
出
柁
 
 
 

ト
ロ
イ
ツ
n
ヤ
フ
ス
タ
0
0
0
斉
■
穴
城
 
 

ア
ル
ガ
一
千
ン
ス
キ
イ
0
 
、
 
。
丁
草
昌
フ
季
イ
貰
ち
 
 

イソタイキスンギアO  レ
示
T
ン
ス
ク
 
 

‥小・†・†小・≠ 
・キ・ 、瑚   

ノ  

」上が  
／ 柚1  

．
 
■  イりトイハルツ■一つノ  

地 束  

t
・
、
 
 

守 匝  ≠・ヰ・＋・＋ヰ・■ 
▲
；
＋
・
＋
・
◆
 
 イタスライカ  一

む
丹
7
テ
○
 
 

≠■－・ トト十→・ ■・叶＋・サトりダ  

：′・．．  

′事 ヰス7工ウトイガバ   

風 音備 配 囲 師 五男  
日 一十月二皐」し正∴大  人 

・－・・．．．〆  

象  甘  


